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SPECT の画像精度を良く保つためには,視野の Fig.4 Repeatstudyo
fmyocardialSPECTinci
rculユarmode.NormaldistributionofT1-201is
observed.均一性,直線性,回転中心の不
動性など,従来のプラナ-像を撮影するとき
より,装置の日常点検整備の要求が高まる2)0
当院のSPECTシステムでは,検出器は通常の回転
軌道で回し,ベッドを連動させて上下左右に動かすこ
とにより,楕円軌道を作成している｡楕円軌道デー
タ収集法は,検出器と被写体の距離を短縮するので,空間分解能の向
上が得られるすぐれた方法である
が,今回はこの連動が不良で,回転中心が動揺したものである｡他の原因は,円軌道でアーチファクト
出現しなかったことより否定された｡この症例を経験して以来,当院では月に1-2回視野 均一性
と回転中心をcheckすることとした｡SPECT,さらに楕円軌道データ収集法など,装置の改良
および機構の複雑化にともなって,装置の日常点検の重要性がますます増加することを示唆した症例だっ
た｡ 文 献1)GottschalkSC,SalemD,
LimCB,etal:SPECTresoluti
